
地震・津波被害想定等検討部会の進め方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆第 1回（平成 24年 9月 11日） 

『発生が考えられる事象の特定に関する議論』 

① 一般的知見から発生が想定される事象について 

② 検討すべき被害及び課題、コンビナート防災における留意点等について 

◆第２回（平成 25年 1月 7日） 

『発生事象の確認と個別事象の検討に関する議論』 

① 発生事象の確認とその検討方法における留意点について 

② 発生事象の「連鎖と複合」の考え方について 

◆第３回（平成 25年４月２６日） 

『被害想定（発生事象及び検討方法）のとりまとめと防災対策の目標等に関する議論』 

① 発生事象の確定と被害想定の検討方法について 

② 防災対策の目標設定等について 

◆第４回（平成 25年 11月 18日） 

『被害想定（検討結果等）に関する議論』 

① 危険物タンクの津波・長周期地震動による被害想定について 

② 短周期地震動に起因するイベントツリー解析（中間報告）について 

③ 定性的評価の評価方法案、連鎖と複合のシナリオ案について 

『防災対策の方向性に関する議論』 

① 基本目標（方針）案について 

② 各地区の被害想定と主な対策案 

資料５ 

◆「部会報告（第一次）」のとりまとめ（平成 2６年２月上旬頃） 

◆石油コンビナート等防災本部会議（平成 26年 3月末） 

石油コンビナート等防災計画修正（第一次）について 

◆第５回（平成 2６年１月２０日） 

『被害想定（検討結果）と防災対策の方向性に関する議論』 

① 短周期地震動に起因するイベントツリー解析について 

② 各地区の被害想定と主な対策案について 

『部会報告（第一次）案に関する議論』 

◆第 6回～（平成 26年度） 

 『今後の課題等について』 

「個別事象の定性的評価」、「液状化による影響評価」、「高圧ガスタンク（可燃性）への対応」、 

「津波避難計画作成指針の見直し」、「新たな知見への対応」等 


